
〔寄生虫学雑誌第38巻第６号333-338頁，1989,12〕

沖縄県でふられた米子裂頭条虫人体寄生例と
固定法による形態の変化

長谷川英男'）新垣民樹2）照屋一夫3）山内英樹3）

（平成元年９月１日掲載決定）

要約

沖縄本島在住の25才男性に米子裂頭条虫DWMZo6ot/ｚ７ｍｍｙｏ"αgoe"ｓｅＹａｍａｎｅｅｔａＪ.,1981の寄
生を認め，ガストログラフィンによって駆虫した。患者から得た虫体成熟節について直ちに固定し
た場合と，クロロホルム添加水道水による弛緩後に固定した場合の形態を比較した。その結果，こ
の固定法の違いによって概形，表面の雛の本数や形態，陰茎嚢・貯精嚢の形態や位置関係などに明
らかな差異が生ずることが示された。人体から得られる米子裂頭条虫の同定には，固定法に応じた
虫体の形態変化を考慮することが必要であろう。

Keywords:DWMJo6ot/Ｚ７ｍｍｙｏ"αgoe"Ｓｃ,humaninfection,Okinawa,morphology

緒言４月９日午前10時Ｘ線透視下で十二指腸ゾンデを用い，
米子裂頭条虫DWMJo6othγ、''２ｙｏ"αgoe"ｓｅＹａｍａｎｅ ガストログラフィン200,Jを注入。Ｘ線像では虫体の下

ｅｔａＪ.,１９８１（＝「古賀・岡村型」裂頭条虫）（Ｙａｍａｎｅ 降を十分には追跡できなかったが，回腸末端部に複雑に

ｅｔａＪ.,１９８１；加茂ら，1977,1982ｂ）は海産哺乳類を終蛇行する細い紐状の像を認めた。その後マグコロール２０

宿主けると考え…条蚊人体寄生例が九州泗懇艦琵｡主蝿卜騨三P奎巨鰯蹴
舅;鴨;露ち字霜撫忌1鰈鑑嚇?蕊…ず何日夕方患者を帰宅…患者は翌印度
二鎮懸鯛'馴騨蝋濟輝Ｉｈ懸云芒睾鰯逹壜驚雪雲Ｗ湘後に糞
ら，1984).￣般に条虫類は固定．保存法によって著し虫体の処理患者が４月６日に持参した蠕動する虫体
く形態が変化するが，米子裂頭条虫の人体例から得た標から目測でｌ／３を切り取り，直ちに５％ホルマリンに
委乏鰹霊雲鷲講:潟鱸鰐二重霊イ固定〔以下非弛緩虫体と呼ぶ〕・勘，/‘は…
人体寄生例に遭遇したのを機会に，得られた虫体を裂頭ホルム添加水道水（４℃）にて弛緩後，５％ホルマリン
条虫研究でよく用いられるクロロホルム添加水道水によで固定（以下弛緩虫体と呼ぶ)。弛緩．非弛緩両虫体の
る弛緩後固定，及び一般に医療機関で行われるホルマリ ー部はマイヤーのヘマトキシリンで染色し，バルサム封

ン固定の２様の方法で処理し，その形態を比較した。そ入標本として観察し，次いで一部を常法に従ってバラ
の結果，米子裂頭条虫の同定に有用と思われる所見を得フイン包埋し，縦断および横断の連続切片を作成してト
たので報告する。 リクローム染色を施し観察した。

駆虫によって得られた虫体はクロロホルム添加水道水
症例（４℃）にて弛緩後，５％ホルマリンで固定。虫体は固

患者憾SAⅢ才男板前,沖縄県浦添市在住｡体格焉琶奎鱗菫彗持ちニノ壺蝋這欝熟鰯優良。職業柄海産魚介類を毎日のように摂取している。

M９年』朋日便中の白色紐状虫体に気付き虫雌蝋三宝鰄騨雛雲鰯雲鱒鰯
持って同仁病院を受診。虫体は裂頭条虫の－種と判明。成していない。
l）琉球大学医学部寄生虫学教室

２）琉球大学医学部細菌学教室 虫体所見

３）同仁病院 排泄虫体はいずれも厚く，深い縦雛が承られる。駆虫
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で，子宮分枝先端より側方域へは伸延しない（Fig.５）。

前角は大きく突出するが，後角は小さく，左右後角の連

続性は認められない（Fig.５)。精巣はほぼ球形で両側

部髄層にｌ層をなし（Figs、６，７，１２)，両側部の精巣

は左右非連続で，前後の片節移行部でも分布が中断する

（Fig.５)。卵黄腺は不規則な楕円形で，背腹表層に各

１層をなし，その分布は精巣のそれにほぼ一致する

（Figs，２，１２）。

前に自然排泄された虫体の片節総数は134で，駆虫によ

り得た虫体は９個に分断しており，片節総数約１，５００，

全長462cmであった。駆虫により得た虫体の一部はかな

り融解し，頭節及び頚部は欠失していた。複数の生殖器

を有する片節が成熟節で27認められた。その多くは横に

２陰茎嚢が並んだ状態であったが，２陰茎雲が縦に並ん

だ片節および３陰茎雲を有する片節が各ｌ認められた。

成熟節の形態

ａ、弛緩虫体

長さ58.8cm，９１片節（Fig.1）。片節は長方形，側縁

は片節間でわずかに突出する（Fig.２）。片節長4.8-

7.2ｍｍ，片節幅１１．９－１６．４ｍｍ・体表縦雛は両側部に

４－８，正中部にｌ存在する（Figs、２，３，６，７）。

背面，腹面ともに横雛はない（Fig.３)。片節腹面中央

部の前１／3.5は隆起して，多数の乳頭を有する（Figs、

３，１０)。この隆起部の中央に生殖孔が開き，後縁に子宮

孔が開く（Figs、３，１０)。組織切片は染まり難く，表皮

は溶解して剥離している（Fig.１２)。実質層縦走筋層は

厚く，横走筋層は薄い（Figs、１０，１２)。横断面では中央

が厚く，背部正中の溝は他の溝より幅広く，深い（Figs，

６，７)。両側部は薄く，深い溝を有する（Figs、６，

７)。縦断面では陰茎裏は卵円形で，大きさ672-840×

420-449,ｕｍ，腹面に対しやや斜位をとる（Fig.１０)。貯

精裏はほぼ球形で直径378-420〃ｍ，壁は厚く105-130

,LUm，陰茎嚢背後方に位置する（Fig.１０)。陰門は陰茎

嚢後縁に開き，膣は子宮腹面を後走する。子宮は両側へ

それぞれ平行にほぼ一様の太さの，８－１０分枝を出す

（Fig.２)。子宮分枝は陰茎嚢の側方へも伸廷するが，

末端はほとんど膨大しない（Ｆｉｇ．２）。卵巣は蝶翅状

ｂ・非弛緩虫体

強く収縮して捻れ，長さ約10cm，４３片節（Fig.１）。

片節は長さ2.5-2.8ｍｍ，幅7.5-13.8ｍｍの長方形で，

側縁はほぼ直線状。片節長２．５－２．８ｍｍ，片節幅7.5-

13.8ｍｍ（Fig.４)。体表の縦雛は両側部にそれぞれ８

－１０，正中部にｌ存在する（Figs、４，８，９)。横雛は

背面では片節中央部に，腹面では中央部後方２／３に存

在する（Fig.４)。片節腹面中央部の前１／2.5ないし

ｌ／３は強く隆起して，多数の乳頭を有する（Figs、４，

１１)。生殖孔と子宮孔は各々この隆起部の中央と後縁に

開く（Fig.１１)。組織切片は強く染色され，表皮は明瞭

で密に微小毛に覆われる（Ｆｉｇ．１３)。横断面は紡錘形

で，側部の溝は深く，背部中央の溝は側部の溝より浅い

（Figs、８，９）。実質層縦走筋層は厚く，横走筋層は薄

い（Fig.１３)。縦断面では陰茎嚢は葉巻型で，大きさ

735-840×231-284〃ｍ，腹面に対しほぼ垂直（Ｆｉｇ．

11)。貯精嚢は紡錘形で，大きさ462-567×231-336

ﾉｕｍ，壁は厚く１０ｑｕｍ内外，陰茎雲の後背部に接続す

るが，その長軸は腹面に垂直で，陰茎嚢の長軸とほぼ同

一線上にある（Fig.１１)。精巣は背腹に長い楕円形で両

側部髄層にｌ層をなし，卵黄腺は背腹に長い長円形で密

Fig.１Ｄｌｉｐ/Ｍ/Ｃ６０//Ｗｌｲ"Ｕﾉo"agoe"sestrobilaexpelledspontaneouslyfTomthepatient.Ａ・Fixedin5o7bformalin
solutionwithoutrelaxationB・FixedinSo7Oformalinsolutionafterbeingrelaxedincoldtapwaterwithafew

dropsofchloroform．（×0.4）

Fig.２Relaxedmatureproglottids，ventralvieｗ・（×4）

Ｆｉｇ．３Anteriorpartofrelaxedmatureproglottid，ventralview，Largeandsmallarrowheadsindicategenitalpore
anduterinepore，respectively．（×１０）

Fig.４Non-relaxedmatureproglottids，ventralview、Arrowheadandarrowsindicategenitalporeandtransverse
furrows,respectively．（×7.5）

Fig.５０varyofrelaxedmatureproglottid,ventralview・Thecorticallayersareremoved・opvary;ｕ・uterus.（×１８）

Figs、６，７Crosssectionsofrelaxedmatureproglottidthroughcirrussacandseminalvesicle（６）andmiddleof

proglottid(7)．（×10）

Figs、８，９Crosssectionsofnon-relaxedmatureproglottidthroughcirrussacandseminalvesicle(8)andmiddle
ofproglottid(9)．（×１５）

Figs、１０，１１Sagittalsectionsofrelaxed（10）andnon-relaxed（11）matureproglottidsthroughcirrussacand
seminalvesiclecs・cirrussac；ｓｖ・seminalvesicle;ｕ・uterus;ｖ、vagina、Arrowsindicateuterinepores．（×30）

Figs､１２，１３Vitellinefolliclesandtestesinparasagittalsectionofrelaxed（１２)andnon-relaxed(13)matureproglottids・
lmlongitudinalmusculature；Ltestes；ｔｍ，transversemusculature；ｖｉ・vitellinefOllicles．（×70）

Figl41nter-proglottidboundaryinparasagittalsectionofnon-relaxedmatureproglottids．（×20）
Ｆｉｇ．１５Egg｡（×560）＿

Figl6Pitsoneggshell.（×1700）
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集し，背腹表層に各1層をなす（Figs、８，９，１３)。精

巣・卵黄腺共に前後の片節移行部で分布が中断する

（Fig.14)。子宮や卵巣の形態は弛緩部のものに近似す

るが，片節が厚く，透化しがたいため，詳細な観察は困

難であった。

ずに固定し，弛緩部分と比較することが，その虫体の同

定だけでなく，今後の人体例虫体の検討のためにも有用

と思われる。

ところで，米子裂頭条虫は人体から駆出した虫体にも

とづいて新種記載されたもので，自然界での終宿主は海

産哺乳類と考えられている（ＹａｍａｎｅｅｔａＪ.,1981)。海産

哺乳類寄生の裂頭条虫に関する分類には混乱がみられ，

特に米子裂頭条虫，DWzyJZo6otM"ｍｓｔｅｍ'７zaceP/ta-

lWmCobblod，１８５８（イルカ裂頭条虫と和名がつげられ

ているが，混同を避けるため本論では学名で扱う），

フールマン裂頭条虫DiP/､ﾉ"o6ot/lγ/"、ノＭ７ｗｚα""iHsE，

1935間の異同については論議がある。、、stemmacepha-

J"ｱ7zはＤｉＰ/､ﾉ"o60tM"、属の模式種で，大西洋（スコッ

トランド近海）産ネズミイルカＰ/zocae"αphocae"αから

記載されたものであるが，Yamaguti（1935）は日本近海

のハセイルカルＷ２伽ｓｃａｐｅ"sｉｓから得た虫体を本種と

同定・記載した。しかし同年Ｈｓｐ（1935）は南支那海の

スナメリⅣeoP/zocae,ｚａｐ/zocae"oiaesから得たフールマ

ン裂頭条虫の新種記載にあたり，YamagutiO935）の

、､stemmaceP/zaZzmzをフールマン裂頭条虫の同物異名

とみなし，この見解はDelyamure（1955）によって支持

された。しかし，Stunkard（１９４８）は，Yamaguti

（1935）の虫体はフールマン裂頭条虫とは別種であり，

、､ｓｔｃ,7zmacePM"ｍないしその近縁種であろうと考え

た。一方，ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981)，矢崎ら（1982)，加茂

ら（l982a）もYamaguti（1935）の、、stel7zmacePha-

Zmmをフールマン裂頭条虫とは別種とふたが，彼らはそ

れを米子裂頭条虫と考えた。最近，Andersen（1987）は

模式産地で得た標本を含む、､stem77zaceP/zaZzmzについ

て検討し，米子裂頭条虫を、､sre77zﾉﾌzaceP/zaJ"、の同物

異名としている。大西洋・太平洋にまたがって分布する

イルカ類も少なくない（例えば西脇，1965）ので，イル

カ寄生性の同一種裂頭条虫が両大洋に分布することがあ

りうると推測される。いずれにしても両者の異同を決定

するには，大西洋産、､stemmacep/zaJ"ｍとの比較，自然

界での終宿主・魚類中間宿主の確定，プレロセルコイド

形態の観察等が不可欠であり，今後この方面の研究が肝

要であろう。山根ら（1989）がイカを主食にするハナゴ

ンドウ（カマビレサカマ夕）Ｇγαｍ〃ｓｇγｉｓe"sに米子裂

頭条虫を検出したことは，これらの点で示唆に富むもの

である。
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御校閲をいただいた琉球大学医学部寄生虫学教室佐藤

良也教授に感謝いたします。なお本研究の一部は琉球大

学教育研究特別経費ならびに琉球大学医学部地域医療研

究センター研究費による。

虫卵

黄褐色，楕円形。卵殻厚<３－４ノリ、，卵殻表面に深

い点刻をやや密に有する（Figs、１５，１６)。無蓋端には結

節や肥厚を有するものと欠くものとがみられる。大きさ

62-68.5（65.5±1.6）×４５－５２（48.9±1.3）ノリ、（ｎ

＝30)。

考察

今回の虫体は頭節を欠如しているが，成熟節の形態は

これまで知られている米子裂頭条虫（｢古賀・岡村型」

裂頭条虫）人体例虫体のものに一致する。特に非弛緩虫

体の形態は長谷川ら（1984）が与論島住民から得て報告

したもの（駆虫後直ちに10％ホルマリン固定された虫

体）にほぼ同一であり，－万弛緩虫体の形態はＹａｍａｎｅ

ｅｔａＪ．（1981）の原記載や，最近の人体症例（影井ら，

1987；平井ら，１９８８；加茂ら，1988）のものによく一致

する。従って今回の虫体は米子裂頭条虫と同定される。

今回の患者は各種海産魚介類を多食しており，感染源

を特定することはできなかったが，与論島の症例（長谷

川ら，1984）と同様に，近海産魚介類を摂取することに

よって感染を受けたと推測される。なお，ガストログラ

フィンは各種条虫類の治療に用いられているが，米子裂

頭条虫の駆虫に使われたのはこれが初めてであり，本虫

にも有効であることが確認された。

今回の観察で，米子裂頭条虫も生きている虫体を直ち

に固定した場合と，弛緩させて固定した場合とでは，概

形，表面の雛の形状，陰茎裏・貯精嚢の形や位置関係等

が変化することが示された。従って，これまで米子裂頭

条虫や「古賀・岡村型」裂頭条虫として報告されてきた

虫体の問にふられる差異は，固定法，固定時の虫体の生

死や固定時までの保存条件などの差によるところが大き

いと考えられる。裂頭条虫類の分類学的研究に際しては

固定法の統一が必要なことは古くから指摘されており，

加茂（1978）はクロロホルム添加冷水道水中で弛緩させ

る方法（Andersen，1970）への統一を提唱している。し

かし，現実には研究機関へ同定を依頼される虫体がこの

方法で処理されてくることはほとんど期待できず，一般

の医療機関では虫体を直ちに１０％ホルマリンに投じてし

まうことが少なくない。従って虫種の同定には，その固

定法および保存状態によって生じた形態の変化を十分考

慮することが必要である。さらに，研究機関では生きて

いる裂頭条虫が入手された場合に，虫体の一部は弛緩せ

(10）
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DIPHYLLOBOTHRIUM YONAGOENSE FROM A MAN OF OKINAWA WITH

SPECIAL REFERENCE TO MORPHOLOGICAL DIFFERENCES

DUE TO FIXATION METHODS

HIDEO HASEGAWA1*, TAMIKI ARAKAKI2), KAZUO TERUYA3) AND

HIDEKI YAMAUCHI3)

(^Department of Parasitology, School of Medicine, University of the Ryukyus,

Nishihara, Okinawa, 903-01 Japan.

2)Department of Bacteriology, School of Medicine, University of the Ryukyus,

Nishihara, Okinawa, 903-01 Japan.

2)Doujin Hospital, Urasoe, Okinawa, 901-21 Japan)

Diphyllobothrium yonagoense infection found in a 25-year-old male of Okinawa, Japan, was successfully

treated by the introduction of Gastrografin, a radio-opaque contrast medium, into the duodenum through

a duodenal tube. A morphological observation on the mature proglottids fixed in 5% formalin solution with

or without relaxation revealed marked differences due to the fixation methods in the general appearance,

shape and number of the furrows on the tegumental surface, and shape and relative position of the cirrus

sac and seminal vesicle. Morphological variations caused by fixation methods should be taken into consideration

on identification of D. yonagoense from humans.
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